
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・生き方指導につながる進
路学習の充実
・家庭学習ノートを用い
た、家庭学習への取組

・３年保護者進路説明
会参加率８０％以上。
・毎日の家庭学習ノー
トの提出とチェック

50% C 進路説明会は１０月に実施する
ため、まだ結果は出ていない。
家庭学習ノートは毎日提出と
チェックができている。

C

・全教員が授業改善に取り
組む。
・学校と民間事業者による
放課後学習教室の実施

・全員が年に一回、
研究授業を行う
・放課後補習教室へ
の登録率100％

50% C 研究授業はまだ多くの教員が未
実施であるが、年度末までに完
了する。放課後補習教室への登
録率は１００％である。

C

・全教員によるデジタル教
科書やドリルパークなどの
ICTの活用

・タブレットを活用
する授業の割合
80%

80% B 多くの授業で活用されている
が、教科や教員によって差があ
る。

B

・行事の事前学習の中で
の、探究的な学習への取組

各学年、年間で１度
は探究的な学習を計
画的に実施

100% A 行事の事前学習を通して、探究
的な学習に取り組めている。

A

・新体力テストの測定と結
果の活用

新体力テストの体力
合計点で都の平均以
上

50% C 当日の生徒の取り組みの姿勢は
大変立派だった。

C

・体育の授業の導入におけ
る、ランニング、準備運
動、補強運動の実施

毎回の授業で実施 100% A 毎回の授業でしっかり実施でき
ている。

A

・特別支援教室巡回指導教
員との連携や特別支援教室
専門員の活用

・月1回程度、通常
学級担当教員と特別
支援教育担当教員の
打ち合わせを実施

100% A 月１回以上の打ち合わせができ
ている。

A

・配慮の必要な生徒に関す
る情報交換についての校内
研修の実施

・４月に校内研修会
で生徒の情報交換会
を実施

100% A 予定通り実施し、生徒理解につ
なげられた。

A

・エンカレッジルームで不
登校やその傾向のある生徒
に向けた支援の実施

・毎日エンカレッジ
ルームで教員による
授業を実施

100% A エンカレッジルームで毎日３～
５校時で授業を行われ、生徒も
前向きに授業に取り組めてい
る。

A

・QUテストの生徒の実態
把握に基づいた指導の推
進・面談などでの活用

・学級生活満足群の
人数割合が、全学年
平均で５０％以上

50% C 今年度はQUテストは実施せ
ず、L-gateを活用して、毎日の
生徒の心身の様子を見取ってい
る。

C

・アンケート結果を活用
し、早期発見・早期解決を
実践

・訴えのあったいじ
めは３カ月以内に１
００％解消

100% A いじめの訴えがあった時は早期
に生活指導部中心に組織的に対
応を行い、解消ができている。

A

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立瑞江中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

教育目標
一、ものごとを正しく深く考え創造力の富んだ人になる（学習）
一、健康な体で豊かな心情の人になる　（心身）
一、思いやりの心をもち進んで協力する人になる（協調）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

【学校像】①生徒が大切にされ、厳しさのなかに温かさや優しさのある指導をする学校②教師と生徒が強い信頼の絆で結ばれている、保護者・地域に信頼される学校③組織的に運営され、教職員
個々の持ち味が生かされ、活力のある学校  ④授業時数の確保はもちろん、質の高い週案を元にした授業が展開されている学校　【生徒像】①意欲的に学力向上に努力する生徒②思いやりの気持
ちと豊かな心をもち、ルールを守る生徒③積極的に体力向上に努力する生徒④物事に真摯に取り組み、誠実な生徒　【教師像】①生徒に対する愛情と厳しさをもち、公平に接し、共感的態度で指
導に当たる教職員　②常に授業改善に努め、わかる授業を展開し時代の求める学力を身につけさせる教職員　③職務能力向上に努め、持ち味を発揮して、学校運営に主体的・組織的に関わる教職
員　④あいさつ・服装を正す・提出期限の遵守など、率先垂範して生徒の手本となる教職員

前年度までの本校の
現状

学力向上について、本校では昨年度から家庭学習ノートの取組を行っている。家庭の協力もあり学習習慣の定着が図れて
きている。昨年度は１，２年生のみの取組であったが、今年度は全学年で実施し、全校体制とする。教員は授業改善につ
いての意識を持っており、ICTの活用や生活の中の身近な題材を活用するなど、「分かる授業」「興味が持てる授業」を
皆が目指している。生徒は、学力調査や定期考査でも粘り強く最後まで取り組む姿勢が身に付いてきており、徐々に前年
度までに比べて学力の向上が見えている。

体力向上について、「令和６年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活習慣等調査」において、どの学年も結果が低調であった。それを受け、保健体育科の授業では、、毎回の授業の導入の際にランニング、
補強運動を実施することで基礎体力を身に付けさせたり、各単元の種目にスモールステップで取り組ませ、技能を習得させることで運動の楽しさを感じさせつつ、体力を伸ばせるように取り組んでいる。
昨年度も本校は不登校の出現率が非常に高かった。学校に足が遠のいている生徒への支援を充実させるため、校内で不登校コーディネーターを6名選定した。生徒の状況把握、連絡・相談体制の充実を目指し
て、SC、SSW、不登校巡回教員や区の教育研究所・学習サポート教室などとも連携して対応を充実する。また、エンカレッジルームにおいて、教員による授業を始める。また、第二のエンカレッジルームを設
置し、運用を開始する。担任やエンカレッジサポーターとも連携をとって、生徒の状況に合わせて柔軟に対応する。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

将来に生きる力を身に付けて
いってほしい。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

タブレットを効果的に活用して
ほしい。

学校はぜひ体力向上を目指して
いってほしい。

〇進路指導の充実によ
る、学習意欲の涵養
と、学習習慣の向上

〇授業改善による、基
礎・基本の確実な習得
と、区の事業も活用し
た補習の充実

〇読書科の更なる充実

家庭学習ノートは毎日の学習習
慣をつけるうえでも大事な取組
である。

生徒が分かる・楽しい授業を目
指してほしい。

〇ＩＣＴ機器を活用し
た授業の実践

学
力
向
上

体
力
向
上

〇運動能力や基礎体力
向上に向けての取組強
化

毎日子供の様子を気にかけくれ
るのはありがたい。

子ども達への心の教育が必要だ
と感じる。

〇hypaer-QUの活用

〇生活アンケートの活
用

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

全ての子が落ち着いて生活でき
る学校になってほしい。

〇配慮の必要な生徒に
対する教職員の理解力
の向上

４月にそういう研修を行うのは
大切だと思う。

〇不登校生徒の校内で
の居場所づくりの確保

先生たちは大変だと思うが、大
変ありがたい。

体力が落ちてきていると聞くの
で少し心配である。



・年３回の土曜授業におけ
る学校公開の実施

保護者の参加率５
０％以上

80% B 保護者の参加率は２０％程度な
ので、２学期・３学期は前日に
テトルでも保護者に伝える。

B

・学校ホームページの更新 ・授業日の更新を９
０％以上

100% B 給食メニューの様子や授業の様
子など、授業日は毎日更新でき
ている。

B

・学校だよりの発行 ・年１０回以上発行 50% C ９月現在、順調に発行できてい
る。

C

・ALTを授業だけでなく、
休み時間や放課後にも活用
し、生徒に日常で英語に触
れさせる。

・英語検定３級以上
の取得率５０％以上

50% C ３年生の英検3級の取得率は３
０％程度となっている。今後の
受検を促していく。

C

・ボランティア活動の積極
的な紹介

・全校生徒の80%
がボランティア活動
に参加

50% C 自転車盗０運動には多くの生徒
が参加予定だったが、荒天で中
止になり残念であった。

C

・会議の精選
・月１回の定時退勤日の設
定

・教員の在校時間を
昨年度比１０％減

55% C ・昨年度と今年度で９月を比較
すると5.5％減だった。

C

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇ALTの効果的な活用
および英検の充実

しっかり英語を話せる生徒を育
ててほしい。

〇ボランティア活動の
推進

ボランティア精神や奉仕の精神
をもつことはとても大切なの
で、ぜひ推進してほしい。

〇働き方改革の推進 先生方が本当に大変であること
が分かる。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校公開の実施・充
実

もう少し参加できると良い。平
日の学校公開は行けないのは
しょうがない。

〇学校ホームページの
充実

楽しみにして見ている。学校の
様子が分かるのでありがたい。

〇学校だよりの充実 学校の様子がよく分かるのであ
りがたい。


